
ぐー

守弘

宅

か

規
定
す
る
航
惣
保
安
路
殺
の
舟
に
供
す
る
土
地
で
あ
る
と
と
に
っ
さ
関
土
交
通
大
甑
が
粧
明
し
た
ち
の
の
所
有
権
の
移

転
又
は
地
上
権
若
し
く
は
愛
信
穣
の
設
定
イ
又
誌
ロ
に
掲
げ
る
事
項
の
窓
分
に
応
じ
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
割
合

イ

所
有
権
の
移
転
千
分
の

ロ

地
上
機
又
は
賃
議
権
の
設
定

千
分
の
一
・
五

第
八
十
一
一
条
捕
一
一
璃
中
「
平
成
ニ
十
一
一
年
一
一
一
丹
三
十
一
日
」
そ
「
平
成
一
一
十
一
一
一
年
一
一
一
月
三
十
一
…
討
に
、

「
に
つ
い
て

法
」
を
「
に
係
る
登
録
免
許
裂
の
税
率
は
」
に
、

「
登
録
免
許
税
を
課
さ
な
い
」
を
「
登
録
免
許
税
法
第
九
条
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
千
分
の

0
・
五
と
す
る
」
に
改
め
る
。

第
八
十
一
一
条
の
一
一
搭
…
寝
中
吋
平
成
一
一
十
一
一
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
一
一
十
間
年
記
月
三
十
一
日
い
に
、

「
千
分
の

ニ
・
五
」
を
「
千
分
の
一
二
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
や
「
千
分
の
ニ
・
一
な
」
を
「
千
分
の
一
一
一
い
に
改
め
る
。

第
八
十
三
条
の
二
を
部
る
。

第
八
十
一
一
一
条
の
三
第
一
積
中
「
平
成
ニ
十
二
年
三
丹
三
十
一
日
い
を
吋
平
成
ニ
十
五
年
三
丹
三
十
一

B
〈
指
名
金
銭
路
復
権

の
数
得
に
あ
っ
て
は
、
一
平
成
一
一
十
一
…
一
年
一
一
一
月
三
十
一
日
〉
い
に
、

定
資
産
台
に
、

「
の
う
ち
」
を
「
を
い
う
。
以
下
と
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
)

吋
特
定
不
動
産
〈
特
定
問
的
ム
開
設
が
敢
得
す
る
」
を
「
特

の
う
ち
倉
庫
等
(
倉
庫
及
び
倉
庫
の
敷
埼

沼
五



四
五

の
用
に
供
す
る
土
地
を
い
う
。
以
下
と
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)
以
外
の
」
A
Y

」
、

ー

「
、
不
動
産
の
賃
借
権
、
地
上
権
又
は
不

動
産
、
土
地
の
賃
借
権
若
し
く
は
地
上
権
を
信
託
す
る
信
託
の
受
益
権
を
い
う
。
以
下
と
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
)

で
第
二

号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
」

を
「
の
所
有
権
の
取
得
を
し
た
場
合
(
当
該
特
定
目
的
会
社
に
お
い
て
運
用
さ
れ
て
い

る
特
定
資
産
が
第
二
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
場
合
に
限
る
。
)
」

伊
」
、

「
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
当
該
特
定
不
動
産

又
は
」

を

「
の
取
得
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
不
動
産
の
所
有
権
又
は
当
該
」
A
Y

」
、

ー

「
千
分
の
八
」

を

「
千
分
の
十
三
ご

改
め
、
同
項
第
一
号
ハ
中
「
に
特
定
不
動
産
」

の
下
に
「
(
特
定
目
的
会
社
が
取
得
す
る
特
定
資
産
の
う
ち
不
動
産
、
不
動

産
の
賃
借
権
若
し
く
は
地
上
権
又
は
不
動
産
の
所
有
権
、
土
地
の
賃
借
権
若
し
く
は
地
上
権
を
信
託
す
る
信
託
の
受
益
権
を

い
v

つ
。
)
」

を
加
え
、

「
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」

「
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、

を
削
り
、

同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
平
成
二
十
二
年
三

月
三
十
一
日
」

を

「
不
動
産
の
所
有
権
を
取
得
し
た
」

を

「
倉
庫
等
以
外
の
不
動

産
の
所
有
権
の
取
得
を
し
た
」

伊
」
、

「
千
分
の
八
」

を

「
千
分
の
十
一
一
一
」
A
Y

」
、i
 

「
、
地
上
権
又
は
不
動
産
」

を

「
若
し
く
は

地
上
権
又
は
不
動
産
の
所
有
権
」

に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

4 

前
三
項
の
場
合
に
お
い
て
、
平
成
一
一
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
第
一
項
に
規
定
す
る
資
産
流
動
化
計
画
に
基
づ

き
、
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
投
資
信
託
約
款
若
し
く
は
前
項
に
規
定
す
る
規
約
に
従
い
倉
庫
等
以
外
の
不
動
産
の
所
有

O 

e 

• 
， . 

O 



宅

権
の
取
得
を
し
た
と
き
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
瀧
定
の
璃
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
千
分
の
十
一
一
一
」
と
あ
る
の

は
「
千
分
の
八
」
と
し
、
平
成
二
十
一
一
一
年
間
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
留
年
…
一
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
問
に
第
一
璃
に
規
定
す

る
資
産
流
動
化
計
識
に
基
づ
き
、

又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
投
資
信
託
約
款
若
し
く
は
最
項
に
規
定
す
る
規
約
に
謎
い
倉

産
等
以
外
の
不
動
産
'
の
所
有
権
の
取
得
を
し
た
と
き
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
規
定
の
遡
用
は
つ
い
て
は
、
と
れ
ら
の
縫
定
中

「
千
分
の
十
三
ご
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
十
ご
と
す
る
。

第
八
十
三
条
の
三
を
第
八
十
三
条
の
こ
と
す
る
。

第
八
十
三
条
の
盟
を
黙
る
。

鰐
八
十
四
条
の
ご
欝
一
一
嶋
中
「
次
の
農
の
よ
繍
に
掲
げ
る
法
人
が
、
問
中
一
棋
の
下
欄
に
縄
げ
る
い
を
「
独
立
行
政
法
人
住
宅

金
融
支
援
機
構
が
独
立
持
政
油
入
住
地
金
融
支
援
機
構
法
附
則
熊
三
条
第
一
一
明
及
び
第
六
条
第
三
噴
の
」
に
改
め
、
部
門
項
の

表
を
削
る
。

第
八
十
六
条
の
一
一
第
一
一
一
事
中
「
、
第
六
十
七
条
第
一
号
及
び
第
七
十
条
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
一
唄
を
加
え
る
。

4 

前
哨
恨
の
規
定
に
よ
り
消
費
税
法
錨
八
条
第
部
壊
の
規
殺
が
準
用
さ
れ
る
機
渡
又
は
譲
受
け
は
、
問
臓
の
物
品
の
験
機
又

は
謡
受
け
と
み
な
し
て
、
同
法
第
六
十
五
条
第
一
号
及
び
第
六
十
七
条
の
鯛
定
を
適
用
す
る
。

四
五
三



問
問
}
投
開
問

摺
八
ト
七
条
の
五
第
一
議
中
「
平
成
品
工
ー
ニ
年
一
一
一
月
一
一
一
十
一

を
「
平
成
ニ
十
三
年
三
月
三
ト
一
呂
」
に
攻
め
る
。

第
八
十
七
条
の
六
第
一
項
中
「
平
成
ト
七
年
四
月
J

H

ひ
か
ら
平
成
一
一

二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
〕
を
「
平
或
二
十
三
年

「
吾
分
の
八
十
」
を

項
中
「
一
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
土
年
一
一
一
月
‘
一
一
L

i

J
♂
に
、

四
月
一
日
か
ら
平
或
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
、

「
百
分
の
八
十
五
」
に
改
め
、
t

開
条
第

「
平
成
十
七
年
四
月

ら
平
成
一
一

十
一
一
年
三
月
一
一
一
ト
一
倍
ま
で
」
を
叶
平
成
ニ
ト
ニ
年
凶
月
一
一
行
か
ら
平
成
二
十
五
年
一
一
一
月
一
一
一
十
一
日
ま
で
」
に
、

「
五
分
の

八
十
い
を
ヱ
問
分
の
八
十
五
い
に
改
め
る
。

第
八
十
七
条
の
八
第

磯
山
ヤ
「
、
第
五
十
五
条
第
一
一
唄
」
を
「
議
。
ひ
に
第
五
土
コ
一
条
第
一
頃
い
に
政
め
、

「
、
第
.R

条
第
一
噴
〈
第
二
対
及
、
び
第
丘
号
中
間
法
第
十
ハ
十
一
一
一
条
第
a

市
引
に
係
る
部
分
に
眠
る
。
)
、
第
六
卜
条
(
第
二
号
中
国
内
法
第

四
十
七
条
第
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
)
並
び
に
第
六
十
二
条
第
一
項
」
を
制
限
り
、

「
行
為
者
」
を
「
そ
の
行
為
者
」
に
改
め
、
同
項
を
同
時
条
第
八
項
と
し
、

開
条
第
七
項
中
「
第
五
項
-
を
「
第

六
項
」
に
、

同
条
第
六
項
を
開
条
第
七
項
と
し
、

同
条
第
五
項
中
「

万
円
」
を
「
五
ト
万
悶
」
に
改
め
、
同
相
慌
を
同
条
第
六
項
と
し
、

開
条
第
四
現
の
次
に
次
の
一
療
を

加
え
る
。

5 

前
哨
引
の
規
定
に
よ
り
緯
税
法
第
期
十
六
条
、
鋪
四
十
七
条
機
一
璃
及
び
第
五

一
一
一
条
第
一
一
明
〈
第
百
号
及
び
第
六
号
に

O 

4・

• 

。



実

係
る
部
分
に
綴
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
問
じ
。
)
め
規
定
が
準
鰐
さ
れ
る
第
一
壊
の
規
定
の
譲
間
加
を
受
け
る
者
会
関

項
の
規
販
に
よ
り
準
用
さ
れ
る
罰
法
第
四
十
八
条
〈
第
一
号
を
始
く
。
〉
の
規
定
に
よ
り
記
鎮
の
議
務
を
承
継
す
る
者
を

合
む
。
)
は
、
同
法
第
題
十
六
条
、
第
題
十
七
条
第
一
事
及
、
口
第
五
十
一
一
…
条
第
一
項
の
酒
類
製
造
者
と
み
な
し
て
、
持
法

第
五
十
八
条
第
一
項
第
九
号
、
第
十
号
〈
開
法
第
四
十
七
条
第
一
項
に
係
る
蔀
分
に
限
る
。
)
及
び
第
十
三
号
〈
問
法
第

五
十
一
一
一
条
第
一
環
に
係
る
部
分
に
罷
る
。
)
並
び
に
第
五
十
九
条
第
一
一
墳
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
八
十
八
条
の
一
一
第
一
一
噴
出
ヤ
「
平
成
一
一
十
ニ
年
三
月
三
十
一
日
」
を
吋
平
成
二
十
五
年
三
月
一
一
一
十
一
告
」
に
、

「
七
千

円
」
を
ご
万
五
吉
丹
い
に
改
め
る
。

第
八
十
八
条
の
七
第
九
項
中
「
、
第
二
十
六
条
」
そ
「
及
、
び
錦
ニ
十
六
条
い
に
改
め
、

っ
第
二
十
九
条
第
一
一
一
号
及
び
第

部
号
(
同
法
第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
に
孫
る
蔀
分
を
除
く
。
)
誰
び
に
第
三
十
)
条
第
一
一
線
ハ
」
及
、
び
「
、
第
十
蕊
条
の

二
〈
締
法
第
十
四
条
の
ニ
第
一
項
第
ニ
号
に
係
る
部
分
を
綜
く
。
〉
及
び
第
十
七
条
第
一
項
い
な
削
り
、

第
湖
号
(
陪
法
第
二
十
六
条
第
一
環
第
一
一
一
号
に
銘
る
部
分
に
綴
る
。
)
及
び
第
三
十
A

条
鑓
一
環
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に

「
、
第
ニ
十
九
条

改
め
、

寸
第
十
五
条
の
一
一
(
同
法
檎
十
盟
条
の
ニ
第
一
項
第
三
号
に
係
る
部
分
に
鍛
る
。
)
及
び
第
十
七
条
第
二
境
」
を

前
り
、
同
条
第
十
積
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
九
項
の
次
に
次
の
一
一
樹
仙
台
加
え
る
。

間
関
い
な
む



悶
五
六

10 

話
市
慌
の
規
定
に
よ
り
時
発
袖
税
法
議
一
一

く
。
)
晶
状
び
立
地
方
揮
発
拙
税
法
第
十
四
条
の
ニ
(
第
一
現
第
二
号
及
、
び
第
四
号
設
が
は
第
一
二
項
を
除
く
。
)

四
条
及
び
第

六
条
〈
第
一
環
第
一
一
号
及
び
第
臨
吟
並
び
に
第
三
頃
を
除

の
規
控
が

準
附
加
さ
れ
る
前
項
の
バ
イ
オ
ヱ
タ
ノ
i

を
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ト
ル
等
揮
発
抽
出
の
製
造
者
に
議
機
す
る
者
又
は
問
項
の
証
明

済
バ
イ
オ
ヱ
タ
ノ

i
ル
等
の
製
造
者
、
輸
入
者
若
し
く
は
販
売
業
者
(
湾
出
恨
の
規
定
に
よ
り
準
用
さ
れ
る
揮
発
油
税
法
第

ニ
十
五
条
第
二
号
の
規
定
む
よ
り
記
帳
の
義
務
を
承
継
す
る
者
を
含
む
。
〉
は
、
揮
発
油
税
法
第
三
ト
悶
条
及
、
び
地
方
揮

発
揚
税
法
第
十
四
条
の
三
第
一
一
疫
機
一
号
に
規
控
サ
る
者
と
そ
れ
、
ぞ
れ
み
な
し
て
、
揮
発
油
税
法
第
二
十
八
条
第
六
号
茨

び
第
七
号
〈
持
法
第
一
‘
十
六
条
第
一
明
策
二
号
に
係
る
部
分
を
隷
く
。
〉
並
び
に
第
二
十
九
条
第
…
壊
並
び
に
地
方
揮
発

治
税
法
第
十
六
条
(
同
法
第
十
四
条
む
こ
第
一
明
第
二
口
げ
に
係
る
部
分
を
総
く
。
)
及
ぴ
第
ト
七
条
第
一
棋
の
理
定
を
、

前
項
の
規
定
に
よ
り
陣
発
油
税
法
第
一
一
十
六
条
第
二
明
第
ご
百
可
及
が
地
方
揮
発
油
税
法
第
十
四
条
の
二
第
一
現
第
一
一
一
号
の

規
定
が
準
用
さ
れ
る
前
環
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ

i
ル
等
揮
発
鴇
の
製
造
者
は
、
揮
発
繍
税
法
第
二
十
六
条
第
一
項
第
一
一
一
号
泣

び
地
方
揮
発
油
税
法
第
十
同
条
の
二
第
一
一
明
第
一
二
号
に
規
定
す
る
者
と
み
な
し
て
、
搾
発
油
税
法
第
一
一

八
条
第
七
号

(
同
法
第
ニ
十
六
条
講
一
一
境
第
一
一
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
)
及
ぴ
第
二
十
九
条
第
一
項
並
び
に
地
方
揮
発
地
税
法
第
十

ム
ハ
条
(
同
法
第
十
閉
山
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
)
及
、
び
第
十
七
条
第
一
衰
の
規
定
を
沌

そ
れ
ぞ
れ
適

O 

， 
e 

‘ 
6 
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ぐ

く

用
ず
る
。

第
八
十
九
条
第
一
一
夜
中
「
平
成
五
年
十
二
月
一
尽
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
刊
は
ま
で
の
喪
」
を
「
平
成
一
一
十
ニ
年
四

月
…
自
以
後
」
に
改
め
、

「
か
か
わ
ら
ず
」

の
下
に

「
、
当
分
の
関
」

を
加
え
1

間
条
を
第
八
十
八
条
の
八
と
し
、
日
間
条
の

次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

〈
揮
発
油
価
格
高
鰯
時
に
お
け
る
縛
発
油
税
及
び
地
方
揮
発
納
税
の
税
率
の
特
傑
議
定
の
滴
用
停
止
)

第
八
十
九
条

諮
条
の
提
定
の
雑
用
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
平
成
二
十
三
年
一
月
以
後
の
連
続
す
る
一
二
月
む
お
け
る
各
月

の
揮
発
愉
の
平
場
小
路
価
格
が
い
ず
れ
も
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
一
口
六
十
円
を
超
え
る
と
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
附
財
務
大
臣

は
、
速
や
か
に
、

そ
の
旨
を
告
示
す
る
も
の
と
し
、
当
該
告
示
の
日
の
撰
す
る
月
の
翠
舟
の
初
日
以
後
に
権
発
油
の
製
造

場
か
ら
移
出
さ
れ
、

又
は
保
税
地
域
か
ら
引
き
車
ら
れ
る
揮
発
治
に
係
る
弾
発
油
税
及
び
地
方
揮
発
油
税
に
つ
い
て
は
、

同
条
の
鑑
定
の
適
照
を
停
止
す
る
。

2 

前
項
の
螺
窓
に
よ
り
前
条
の
規
定
の
漉
織
が
停
止
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
平
成
一
一

二
年
間
月
以
後
の
濃
縮
す

る
一
二
月
に
お
け
る
各
月
の
揮
発
油
の
平
均
小
売
飯
格
が
い
ず
れ
も
一
ワ
ッ
ト
ル
に
つ
き
百
三
十
円
を
下
回
る
こ
と
と
な
っ

た
と
き
は
、
出
刑
務
大
臣
は
、
速
や
か
に
、

そ
の
皆
を
告
示
す
る
も
の
と
し
、
請
該
告
示
の
誌
の
屠
す
る
月
の
望
月
の
初
日

時
間
蕊
七
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以
後
に
揮
発
抽
の
襲
造
場
か
ら
移
出
さ
れ
、
又
は
保
税
地
域
か
ら
引
き
取
ら
れ
る
揮
発
油
に
集
る
揮
発
油
税
及
、
び
地
方
梅
津

発
袖
税
に
つ
い
て
は
、
河
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

齢
二
項
の
揮
発
油
の
一
平
均
小
指
価
格
と
は
、
統
判
抑
制
球
〈
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
一
二
号
〉
第
一
一
条
第
六
現
に
規
定
す
る

基
幹
統
計
調
査
で
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
の
結
果
に
基
づ
き
、
計
約
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
金
接

を
い
う
。

4 

第
一
出
恨
の
告
示
の
吾
の
罵
ず
る
月
の
理
月
の
拐

B
〈
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
日
い
と
い
う
?
〉
に
、
揮
発
端
の

で
控
除
対
象
持
発
捨
〈
畑
開
発
油
税
法
第
十

製
濡
場
又
は
保
税
地
域
以
外
の
場
所
〈
沖
縄
採
の
感
域
内
の
場
所
を
除
く
。
)

六
条
第
一
一
唄
又
は
第
十
六
条
の
一
一
第
A

項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
揮
発
治
以
外
の
揮
発
地
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
詞
じ
。
)
を
販
売
の
た
め
所
持
す
る
揮
発
撞
の
製
造
者
又
は
販
売
業
者
(
立
下
こ
の
条
立
お
い
て

「
控
除
対
象
揮
発

油
所
持
販
売
業
者
等
」
と
い
う
。
)
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
揮
発
油
の
撰
議
者
が
醗
除
対
象
棚
開
発
強
所
持
販
苑
識
者
等

〈
当
該
揮
発
油
の
製
議
殺
を
除
く
。
)
か
ら
そ
の
所
持
す
る
撚
除
対
象
捧
発
拾
に
つ
い
て
貯
蔵
場
所
ご
と

ι作
成
し
た
w
d

該
控
験
対
象
樺
発
油
の
数
量
を
-
証
す
る
書
類
と
し
て
政
令
で
定
め
る
書
類
の
交
付
を
受
け
、

か
っ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
当
該
交
付
を
受
け
た
書
類
に
係
る
謹
験
対
象
捧
発
袖
に
つ
い
て
の
揮
発
油
税
超
過
額
(
第
一
号
に
掲
げ
る
金

。

• 
• 

O 
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額
か
ち
第
ニ
号
に
掲
げ
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
民
お
い
て
問
じ
。
〉
そ
欝
定
日
の
関
す
る
月
の

翌
月
の
初
日
か
ら
間
百
円
以
後
三
一
月
を
超
え
な
い
範
醤
出
向
で
政
令
で
定
め
る
鶏
簡
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
需
に
提
出
さ
れ
る

田
内
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
〈
詫
覆
に
規
定
す
る
期
限
内
に
提
出
す
る
も
の
に
躍
る
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
停
止
期
関
内
申
告
審
」
と
い
う
。
)
に
m
m
壌
駕
七
号
に
掲
げ
る
揮
然
治
税
鯛
と
じ
て
記
載
し
た
と
さ
、

又
は
控
賂

対
象
弾
発
油
所
持
簸
発
業
者
等
に
該
当
す
る
揮
発
端
の
製
油
者
が
そ
の
所
持
す
る
臨
除
対
象
揮
発
檎
に
つ
い
て
貯
蔵
場
部

ご
と
に
当
該
控
除
対
象
措
揮
発
油
の
数
量
を
証
す
る
書
類
と
し
て
政
令
で
定
め
る
書
類
を
作
成
し
、
か
っ
、
政
令
で
定
め
る

と
と
ろ
に
よ
り
、
当
該
書
類
に
係
る
控
除
対
象
諌
発
油
に
つ
い
て
の
揮
発
油
税
超
過
額
を
停
止
出
期
間
内
申
告
書
に
同
号
に

掲
げ
る
開
発
撒
税
額
と
し
て
記
載
し
た
と
き
は
、
停
止
期
間
内
申
告
繋
立
記
載
し
た
問
項
第
六
号
に
掲
げ
る
揮
発
端
税
額

か
ち
弾
発
油
税
超
過
額
を
臨
除
す
る
。
た
だ
し
、
柵
開
発
油
の
製
造
者
が
控
除
対
象
揮
発
捕
に
つ
い
て
陀
法
第
十
七
条
第
一

項
か
ら
第
四
項
ま
で
又
は
災
害
被
害
者
に
対
す
る
祖
税
の
減
免
、
教
授
猶
予
等
に
関
す
る
法
律
(
詔
和
二
十
二
年
法
密
第

十
日
七
十
五
号
)
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
罰
寝
の
規
定
に
よ
る
控
捨
又
泣
還
付
を
受
け
た
場
合
又
は
受
け
よ
う
と
す
る

場
合
は
、
こ
の
絞
り
で
な
い
。

揮
発
油
の
製
造
場
か
ら
の
移
出
に
よ
り
納
付
さ
れ
た
、
若
し
く
は
給
付
さ
れ
る
べ
き
又
は
様
税
地
域
か
ら
の
引
取
り

四
五
九
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に
よ
り
納
付
さ
れ
た
、
若
し
く
は
納
付
さ
れ
る
べ
き
若
し
く
は
犠
寂
さ
れ
た
、
若
し
く
は
徴
収
さ
れ
る
べ
き
揮
発
油
税

額
(
廷
誇
説
、
過
少
申
告
加
算
税
及
び
無
申
告
加
算
説
の
額
を
路
く
。
)
に
担
当
す
る
金
額

摺
揮
発
諮
説
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
課
さ
れ
る
も
の
占
し
た
場
合
の
揮
発
撞
税
額
に
相
当
す
る
金
額

5

揮
発
描
の
製
造
者
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
を
受
け
る
べ
き
湾
立
お
い
て
撞
発
諮
税
法
第
{
条
第
ふ
一
理
の
規
定
に
よ

る
申
告
書
を
提
出
す
る
と
き
は
、
揮
発
油
税
超
過
額
に
相
当
す
る
金
接
の
還
付
を
受
け
る
た
め
、
政
令
で
掠
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
当
該
申
告
書
に
持
発
袖
税
組
踊
額
、
甲
信
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ぢ

一
様
穫
に
定
め
る
場
合
の
ほ
か
、
棚
開
発
油
の
製
溺
者
は
、
第
四
棋
の
規
定
立
よ
る
控
鈴
を
受
け
る
べ
き
月
に
お
い
て
樽
発

治
税
法
第
十
条
第
一
環
の
規
定
に
よ
る
申
告
機
の
開
出
後
援
し
な
い
と
き
は
、
捧
発
鴻
税
籍
遇
制
慨
に
相
相
当
す
る
金
額
の
避

付
を
受
け
る
た
め
ー
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
揮
発
端
税
超
過
額
を
記
載
し
た
申
告
品
援
を
そ
め
製
造
場
の
掛
布
地

の
所
轄
税
務
饗
授
に
鑓
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

7

第
四
磯
の
揺
a

廷
に
よ
り
停
止
期
間
内
申
告
欝
に
搾
発
拙
税
法
第
ト
条
第
-
噴
第
九
号
に
掲
げ
る
不
足
額
が
記
載
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
と
き
、

又
は
前
一
一
事
の
規
定
に
基
づ
き
揮
発
油
税
超
過
額
が
記
載
さ
れ
た
申
告
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き

は
A

そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
不
足
額
又
は
当
該
揮
発
油
税
超
過
額
に
相
当
す
る
金
額
を
還
片
付
す
る
。

o 

， 
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8 

第
沼
覆
又
誌
議
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
又
は
還
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
揖
発
強
の
製
造
者
は
、
当
該
控
除
文
は
還
討
に

掠
る
揮
発
油
部
税
法
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
申
告
醤
又
は
第
六
噴
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
、
当
該
控
除
又
は
還
付
を
受
け

よ
う
み
す
る
樽
鴻
袖
税
額
に
相
当
す
る
金
緩
の
計
算
に
関
す
る
欝
類
と
し
て
政
令
で
定
め
る
審
類
及
、
ひ
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
控
鈴
対
象
揮
発
油
所
持
販
売
業
者
等
か
ら
交
付
を
受
け
た
問
調
ハ
に
規
定
す
る
政
令
で
窓
め
る
淑
酬
額
又
は
問
項
の
綴
恕

に
よ
り
控
除
対
象
揮
発
油
所
持
販
売
業
者
等
に
該
当
す
る
揮
発
捕
の
縦
割
造
者
と
し
て
自
ら
作
成
し
た
問
項
む
規
定
す
る
紋

令
で
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

9 

第

墳
の
規
定
に
よ
り
問
項
立
規
定
す
る
致
令
で
定
め
る
書
類
を
揮
発
揚
の
製
造
者
に
交
付
す
る
控
除
対
象
揮
発
撞
所

持
綴
謁
業
者
等
又
は
問
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
書
類
を
作
成
す
る
控
捨
対
象
揮
発
油
所
持
販
売
業
者
等
む
該
請
す

る
縛
発
一
織
の
製
瀦
者
は
、
そ
の
一
所
持
す
る
摺
徐
対
象
蹄
務
袖
の
貯
蹴
場
所
ご
と
に
、
当
該
控
除
対
象
揮
発
地
の
数
議
そ
の

抽
出
政
令
で
定
め
る
事
現
を
記
載
し
た
露
出
撃
そ
、
指
定
日
以
後
一
月
以
内
に
、

そ
の
貯
蔵
場
所
の
所
設
地
の
所
轄
税
務
問
者

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10 

揮
発
端
税
法
第
十
七
条
第
八
項
の
麗
定
は
、
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
還
付
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
開
条
第
八
項
中
「
第
一
日
一
項
又
法
第
沼
環
」
と
あ
る
の
は
「
組
税
特
別
措
露
法
(
昭
和
三
十
ニ
年
法
律
第
二
十
六
号
)

閥
ム
ハ
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第
八
十
九
条
第
七
項
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
十
条
第
二
項
又
は
租
税
特
別
措
置
法

第
八
L
l
九
条
第
六
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

11 

地
方
揮
発
油
税
法
第
九
条
の
規
定
は
、
第
四
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
又
は
還
付
が
行
わ
れ
る
場
合
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
乙
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
揮
発
油
税
法
第
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ

り
揮
発
油
税
額
に
相
当
す
る
金
額
の
控
除
又
は
当
該
控
除
す
べ
き
金
額
若
し
く
は
そ
の
不
足
額
の
還
付
」
と
あ
る
の
は

「
租
税
特
別
措
置
法
(
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
)
第
八
十
九
条
第
四
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
又
は

還
付
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
二
百
八
十
七
分
の
四
十
四
」
と
あ
る
の
は
「
二
百
五
十
一
分
の
八
」
と
、

「
二
百
八
十
七

分
の
こ
百
四
十
一
二
」
と
あ
る
の
は

「
二
百
五
十
一
分
の
二
百
四
十
三
ご
と
、
同
条
第
三
項
中
「
揮
発
油
税
法
第
十
七
条
第

五
項
及
び
第
八
項
」
一
と
あ
る
の
は

「
租
税
特
別
措
置
法
第
八
十
九
条
第
八
項
及
び
第
十
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
12 

地
方
揮
発
油
税
法
第
十
三
条
の
規
定
は
、
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
九
条
の
規
定
及
び
第
七
項
の

規
定
に
よ
る
地
方
揮
発
油
税
及
び
揮
発
油
税
の
還
付
に
係
る
金
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
乙
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第

十
三
条
第
一
項
中
「
第
九
条
及
び
揮
発
油
税
法
第
十
七
条
」
と
あ
る
の
は

「
租
税
特
別
措
置
法
第
八
十
九
条
第
十
一
項
に

O 
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お
い
て
銃
み
替
え
て
機
用
ず
る
第
九
条
及
、
び
問
法
第
八
十
九
条
第
七
項
」
と
、

は
「
二
百
五
十
一
分
の
八
」
と
、

「
…
一
苔
八
4

十
七
分
の

ふ
1

間
い
と
あ
る
の

「
二
百
八
十
七
分
の
こ
芸
部
十
一
ニ
」
と
あ
る
の
は
コ
一
首
蕊
十
一
分
の
こ
百
四
十
一
二
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

13 

揮
発
油
品
化
保
税
地
域
か
ら
引
き
取
る
揮
発
油
の
販
死
一
業
者
が
、
そ
の
役
所
又
は
本
庄
若
し
く
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
の
う
ち
…
…
の
場
所
に
つ
き
、
指
定
詰
円
以
後
…
月
以
内
に
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
む
よ
り
悶
税
庁
長
設
の
家
認
な
殺
げ
た

と
き
は
、
指
定
5
誌
に
保
税
地
譲
か
ら
山
引
き
取
ら
れ
た
控
除
対
象
揮
発
油
に
つ
い
て
は
、
当
該
揮
発
諮
の
販
売
業
者
を
揮

発
油
の
製
造
審
と
、
当
該
承
認
を
受
け
た
場
所
を
揮
発
誌
の
製
造
場
と
、

そ
れ
ぞ
れ
み
な
し
て
、
こ
の
条
の
規
定
を
適
用

ず
る
。

14 

前
項
の
承
認
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
場
一
併
に
つ
き
揮
発
油
税
及
び
地
方
揮
発
油
税
の
諜

全
上
不
謹
当
と
認
め
ら
れ
る
事
情
が
あ
る
と
き
は
、

国
税
庁
長
宮
は
、

そ
の
承
認
を
与
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

出
掛
除
対
象
揮
発
油
に
つ
ぎ
、
怨
問
題
填
又
は
第
七
現
の
議
定
に
よ
る
牒
除
又
は
還
付
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
揮
発
地
税

法
第
十
七
条
又
は
災
害
棋
聾
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、
徴
収
猶
予
等
に
興
ず
る
法
律
第
七
条
の
競
窓
の
瀦
用
に
つ
い
て

は
、
次
の
表
の
上
楠
に
ィ
掲
げ
る
環
定
中
向
表
の
中
撮
に
掲
げ
る
字
句
は
、

同
表
の
下
楠
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

開空ハ



揮
発
滋
税
法
第
十
一
当
該
移
出
に
よ
り
納
付
さ
れ
た
、

X
M
M
一
納
付
さ

七
条
第
一
事

d

れ
る
べ
き
庫
発
油
税
額

(
延
滞
説
、

過
少
申
告

た第
場九
合条
のの，
揮 ω 規
発地
摘に
税よ
額り
記長
々
、“

る
も
の
と
し

ふ
一
誤
算
税
及
び
無
申
告
加
算
税
の
穣
を
議
く
も
の

と
し
、
当
該
揮
発
油
税
額
に
つ
き
こ
の
項
、
次

現
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
控
鎗
が
む
な
し
わ

れ
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
の
控
除
訪
の
金
額
と

で
す
る
。
以
下
第
問
現
に
お
い
て
山
閉
じ
。

γ

開
発
治
税
法
第
十
・
一
当
技
能
の
製
造
場
か
ら
の
移
出
に
よ
り
給
付
さ
ん
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
蝦
附
さ
れ
る
ち
の
と

一
れ
た
、
若
し
く
は
納
付
さ
れ
る
べ
き
又
は
保
税

七
条
第
一
一
項

地
域
か
ら
の
引
取
り
に
よ
り
納
付
さ
れ
た
、
若

く
誌
帥
納
付
さ
れ
る
べ
き
若
し
く
註
徴
収
さ
れ

た
、
若
し
く
は
徴
収
さ
れ
る
べ
き
揮
発
油
説
額

(
護
措
税
、
過
少
申
告
加
算
税
及
び
無
申
告
知

O 

'‘ • 
.， 

• 

た
場
合
の
揮
発
油
税
額

O 



開
問
六
五

災 七 免
する 災寝七揮

害被者害

条 す燃
第条i理 説発諮第

徹JiE話Z る 題税 宝暑
項 法律第 寝 法第のi に

女オ 減対

酒
酒税 及ぴ

る 石 手見 課 れ 当 そ 額
税算

手見
。
油 せ る

該移出
の よ

等 等
告銀申

、-' 1也 ら Jミミ

控前除 控除る
つ の

の の…炭方揖 れ き ざ 額
揮 前 そ号

力お
発油
よ の カt 明

除〆、算 り 金 rr 
税 説額

納 客員 な も
の
「は

{せ と わ の の
額 さ す 才1 と
若を
滋 た れ る -c し

論 た
。
し3 }ま

、

〆、o ス」 、帽戸〆
る 議 当

続主主 魂 又 ;ぷ場I:l 入 部

該嘩尭油
、、相〆

iま
税加算 総 じ ;筆 続付‘

の
称く発 は

規定すは油 さ
、

主党

挿
揮発油 開地方 規定

す る
揮発油
た第

発地
る も

場i仁LI 条)L 金 の
手先 手見 よ 機 と の の

及び 及び り 文 し 説法第九
揮発油 規r応よー，課 はた

ま也 土復 令、蜘

れ
税額
よ

る のの り
も

撞発換 震定に
融

の さ
と れ
し 税よ る
た 額り も

合場dにLI 
部 課 の
条 本目 と

の の 当 し

「

( 



開
門
中
ハ
ム
ハ

に
関
す
る
法
律
第

す
る
租
税
の
減

免
、
徴
収
猶
予
等

七
条
筋
一
一
一
現
政
び

第
四
噴

16 

第
一
一
項
の
告
示
の
日
の
講
ず
る
月
の
翠

の
初

E
(以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
適
用
日
」
と
い
う
。
)
前
に
揮
発
油
の

製
造
場
か
ら
移
出
さ
れ
た
揮
発
油
で
、
揮
発
油
説
法
第
十
四
条
第
三
項
(
第
八
十
九
条
の
三
第
三
項
及
び
第
九
十
条
第
一
二

項
並
び
に
同
法
第
十
五
条
第
三
項
及
び
第
ナ
ム
ハ
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
合
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。
)

の
届
出
又
は
承
認
に
係
る
も
の

(
当
該
届
出
又
は
承
認
に
係
る
開
法
第
十
濡
条
第
h

A

4

者
各
ロ
可
に
場
げ
る

H
が

適
用
日
以
後
に
到
来
す
る
も
の
記
限
る
。
V

に
つ

て
、
同
開
場
各
号
に
掲
げ
る
日
ま
で
に
問
調
に
規
定
す
る
欝
類
が
提
出

さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
当
絞
揮
発
鴻
に
係
る
弾
発
端
税
及
が
地
方
弾
発
油
税
の
税
率
は
、
前
条
第
一
、
現
の
税
率
と

ず
る
。

17 

次
の
識
の
上
一
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
り
揮
発
鴻
殺
及
、
円
以
地
方
揮
発
油
税
の
免
除
を
受
け
て
適
用
日
訟
に
揮
発
独
の
謹
選

。

• 

。



号F

ι 

場
か
ら
移
出
窓
れ
、

又
は
保
税
地
域
か
ら
引
き
取
ら
れ
た
弾
発
油
に
つ
い
て
、
適
用
日
以
後
に
同
衰
の
下
欄
に
掲
げ
る
規

定
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
け
る
当
核
開
発
油
に
掠
る
樺
発
治
議
及
び
地
方
揮
発
油
税
の
税
案
は
、
前
久
木
第

一
壌
の
税
率
と
す
る
。

免

除

の

規

夫在

追

徴

の

議

定

第
八
十
九
条
の
開
第
一
項

第
八
十
九
条
の
臨
第
密
項
に
お
い
て
準
用
す
る
揮
発
議

一
説
法
第
十
間
関
条
の
二
第
七
磯

第
九
十
条
の
二
第
一
項

第
九
十
条
の
二
銭
隙
壌
に
お
い
て
準
用
す
る
柵
開
発
油
説
一

法
第
十
間
四
条
の
ニ
第
七
項

揮
発
油
税
法
第
十
凶
条
の
一
一
第
一
項

一
…
開
発
治
税
法
第
十
六
条
の
四
第
〕
礎

同
法
第
十
四
条
の
三
第
七
噴

…
輸
入
品
む
対
す
る
内
匝
法
務
税
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
…

律
第
十
一
条
第
一
環

同
法
第
十
六
条
の
臨
第
三
寝

向
法
第
十
一
条
第
五
頃

開
法
第
十
一
一
条
第
四
項

附
附
六
七



条
第
間
開
積

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
λ

川
口
駅
闘
と
の
関
の
抑
制
疋
協
力
及
び
日
本
塁
と
ア
メ
リ
カ
ム
口
衆
欝
と
の
掲
の
相
互
協
力
及
、
び

律
第
十
二
条
第
一
一
明

輪
入
品
に
対
す
る
内
国
消
費
税
の
議
設
等
に
関
す
る
法

律
第
!
一
一
一
条
第
一
一
一
項

安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
蒐
設
及
び
区
域
並
び

に
日
本
患
に
お
け
る
合
衆
国
軍
撤
怖
の
地
位
に
関
す
る
協

定
の
宮
内
絡
に
伴
う
一
昨
得
税
法
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る

法
律
(
昭
和
一
一
ト
七
年
法
律
第
荏
ト
一
号
)
第
十
条
第

一
一
場
(
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
磁
の
地
位
に

関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
所
持
税
法
等
の
購
時
特
例

に
関
す
る
法
律
〈
昭
和
…
…
十
九
年
法
律
第
苔

十
九
間
一
勺
)

第
三
条
第
…
壌
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)

O 

v 

， 

n刻
一
ω

、?、、

目
白
/
/

思
門
誌
第
十
三
条
第
五
項
に
お

て
準
用
す
る
関
税
定
率

詰
第
十
瓦
条
第
ゐ
}
明
、

第
ト
ム
ハ
条
第
一
一
項
又
は
第
十
七

安
全
保
樟
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
撞
設
及
、
び
区
域
並
び

に
器
本
罷
に
お
け
る
合
衆
函
箪
隊
の
地
位
に
関
す
る
協

定
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
等
の
鰻
時
特
例
に
閲
す
る

法
律
第
?
条
第
問
一
現
又
は
第
十
一
条
第
a

一
項
(
と
れ
ら

の
規
定
を
E
本
菌
に
お
け
る
冨
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位

に
関
す
る
議
定
の
実
施
に
伴
う
所
得
説
法
等
の
臨
時
特

例
、
に
関
す
る
法
律
錦
…
…
一
条
第
二
噴
い
に
お
い
て
準
附
す
る

…
場
合
を
含
む
。
)

“‘ 
F‘ 

O 



fヘ

、
。

メ
リ
カ
合
衆
顕
と
の
聞
の
積
立
協
力
及
、
口

安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
議
設
及
び
区
域
'
撤
び

に
日
本
匿
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
培
位
に
関
す
る
議

定
む
室
内
捕
に
伴
う
関
税
法
等
の
寵
時
特
例
に
関
す
る
法

律
〈
昭
和
二
十
七
年
諾
律
第
百
十
一
一
号
)
第
七
条
〈
臼

本
冨
に
お
け
る
冨
際
連
合
の
箪
離
の
地
位
に
関
す
る
協

定
の
災
諸
に
伴
う
所
得
税
法
等
の
務
時
特
例
に
擬
す
る

法
律
第
居
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)

E
本
協
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
捕
の
相
互
訪
衛
操
助

~...盟

( 

日
本
屈
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
酷
と
の
揮
の
相
証
協
力
及
、
び

遥
用
日
に
、
揮
発
油
の
製
造
場
又
は
保
税
地
域
以
外
の
場
所
(
沖
縄
県
の
区
域
内
の
場
所
を
除
く
。
}
で
課
税
対
象
捧

安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び

に
日
本
置
に
お
け
る
合
衆
悶
濯
機
の
地
般
に
関
す
る
協

定
の
実
施
民
伴
う
関
税
法
等
の
高
時
特
倒
的
に
間
関
す
る
法

律
第
八
条
(
日
本
間
に
お
け
る
臨
総
連
合
の
軍
隊
の
地

般
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
等
の
藤
持

特
制
怖
に
関
す
る
法
律
第
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

仙
台
含
む
。
〉

吉
本
間
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
問
の
相
互
訪
衛
機
助

協
定
の
実
施
に
搾
う
欝
税
法
等
の
譲
持
特
例
に
関
す
る

法
律
〈
畷
和
二
十
九
年
法
簿
第
百
十
二
号
)
第
二
条
鱗

喰

図
式
九



川間七

O

六
兆
油
〈
揮
発
諮
税
法
第
十
六
条
第
…
現
又
は
第
十
六
条
の
二
第
一
曜
の
耀
定
の
適
用
を
受
け
る
開
発
治
以
外
の
縛
発
袖
を

い
う
。
以
下
乙
の
条
に
お
い
て
問
じ
。
〉
品
化
販
売
の
た
め
撰
持
す
る
揮
発
油
の
製
造
者
又
は
販
売
業
者
が
あ
る
場
合
に
お

A
f
L
、

L

W

 

そ
の
所
持
す
る
課
韓
対
象
棚
開
発
油
の
数
議
会
一
以
上
の
刷
機
所
で
課
税
対
象
揮
発
識
を
所
持
す
る
場
合
に
は
、
そ
の

合
計
数
議
と
す
る
。
)
が
十
キ
ロ
リ
ッ
ト

発
袖
の
製
造
者
〈
当
該
課
税
対
象
揮
発
油
が
バ
イ
オ
ヱ
タ
ノ

l
ル
等
揮
発
拙
〈
第
八
十
八
条
の
七
第
一
棋
に
幾
定
す
る
パ

以
上
で
あ
る
と
き
は
、
山
内
藤
謀
説
対
象
陣
発
油
立
つ
い
て
は
、

そ
の
者
が
揮

イ
オ
ヱ
タ
ノ

i
ル
等
機
発
池
を
い
う
。
以
下
と
の
条
に
お
い
て
際
じ
。
)

で
あ
る
機
合
に
あ
っ
て
培
、

バ
イ
オ
エ
タ
ノ

i

ル
等
捧
発
捕
の
製
造
者
〉
と
し
て
当
議
機
税
対
象
揮
発
鴻
を
適
用
自
に
そ
の
者
の
開
発
池
の
襲
道
場
か
ら
移
鳴
し
た
も
の

と
み
な
し
て
、
一
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
、

二
万
四
千
三
百
円
の
揮
発
油
税
及
び
八
百
円
の
地
五
揮
発
油
税
を
課
す
る
。

19 

そ
の
所
持
す
る
課
税
対
象
揮
発
油
で
問
現
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
の
貯
蔵
場
所
ご
と
に
、

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
替
安
、
適
用
日
以
後
一
月
以
内
に
、
そ
の
貯
蔵
場

所
の
部
在
地
の
所
轄
現
務
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
演
に
規
定
す
る
者
は
、

そ
の
貯
議
場
所
に
お
い
て
所
持
す
る
課
説
対
象
揮
発
油
の
次
に
憎
掲
げ
る
区
分
及
び
当
該
窓
分
ど
と
の
数
議

イ
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
!
ル
等
揮
発
油

O 

" 
場

“‘ ， 

O 



，. 
t 

、u

r 

ロ

イ
に
婦
掲
げ
る
も
の
以
外
の
諜
税
対
象
窪
発
撞

前
口
汚
イ
の
数
量
の
う
ち
、
第
八
十
八
条
の
七
第
…
項
の
ヱ
タ
ノ

l
ル
の
数
量
に
棺
当
す
る
数
量
と
し
て
政
令
で
定
め

々
る
数
議
及
び
欄
開
発
油
税
法
第
八
条
第
一
一
棋
の
規
定
に
よ
り
撚
除
さ
れ
る
数
議

第
一
号
一
μ
の
数
議
の
う
ち
、
開
発
地
税
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
恕
鈴
さ
れ
る
数
思
議

第
一
号
イ
の
数
量
か
ら
第
一
一
号
の
数
震
を
控
除
し
た
数
回
一
単
一
及
び
第
一
口
守
口
の
数
震
か
ら
前
吟
の
数
最
を
摺
除
し
た
数

rm 
量
の
合
計
数
量

五

議
号
の
合
計
数
量
に
よ
り
算
定
し
た
諮
項
の
規
定
に
よ
る
揮
発
油
説
額
及
び
地
方
揮
発
油
税
額
並
び
に
そ
の
合
計
額

mふ命

/¥ 

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
現

20 

鵠
沼
慌
の
璃
定
に
よ
る
申
告
議
後
縫
出
し
た
殺
は
、
灘
用
日
以
後
六
月
拡
舟
に
、
当
競
申
告
警
に
記
載
し
た
問
刊
現
第
蕊
母

に
掲
げ
る
弾
発
油
税
額
放
び
地
方
揮
発
法
税
額
の
合
計
額
に
栂
当
す
る
撮
発
議
税
及
び
地
方
開
発
摘
税
を
、
問
問
に
鱗
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

21 

話
項
の
規
定
は
、
同
項
に
規
定
す
る
第
十
九
事
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
提
出
す
べ
き
者
で
、
当
該
申
告
に
諮
る
揮
発

機
税
及
び
地
方
揮
発
油
税
に
つ
き
、

器
税
遅
刻
法
に
規
定
す
る
期
限
後
申
告
書
若
し
く
は
修
正
申
告
書
を
再
現
の
規
定
に

四
七
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よ
る
常
務
惑
に
係
る
前
現
の
納
期
限
離
に
縄
出
し
た
も
の
又
は
剖
措
に
規
定
す
る
斑
正
若
し
く
は
決
窓
を
受
け
た
お
の
の

う
ち
持
法
第
三
十
五
条
第
三
明
第
二
号
の
規
定
は
よ
る
給
付
の
期
限
が
前
項
の
納
期
眼
前
に
引
来
ず
る
も
の
に
つ
い
て
準

対
す
る
。

22 

第
十
一
八
項
の
規
定
に
よ
る
揮
発
油
税
及
び
地
方
罪
発
撞
税
に
つ
い
て
は
、
地
方
揮
発
油
税
法
第
七
条
第
二
項
、
第
九
条

第
二
項
、
第
十
条
第
一
一
境
、
第
十
二
条
第
三
項
及
び
第
十
三
条
第
一
項
中
「
二
百
八
十
七
分
の
同

間
」
と
あ
る
の
は

「

「
一
一
百
八
十
七
分
の

一
一
」
と
あ
る
の
は
「
二
河
川
丘
十
一
分
の

Lω 

J-
'-

一
分
の
八
」
と
、

し
て
、
こ
れ
ら
の
堀
定
を
適
用
す
る
。

23 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
各
号
に
規
定
す
る
揮
発
油
の
製
造
者
が
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
当
該
課
税
対
象
捌
開
発
捕
が
第
十
八
頃
の
規
定
に
よ
る
報
発
被
税
及
び
地
点
搾
兜
油
脱
を
課
さ
れ
た
、

メ
は
課
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
、
当
該
課
税
対
象
探
発
諮
の
展
入
れ
又
は
移
入
に

mmる
押
発
油
の
製
造
壌
の

の一前

轄
税
務
署
長
の
確
認
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
聾
発
油
税
額
及
び
地
方
揮
発
油
税
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
揮
発
油
税
法

第
十
七
条
及
び
地
方
摺
揮
発
油
税
法
第
九
条
の
規
定
に
準
じ
て
、
当
該
課
税
対
象
揮
発
油
に
つ
き
当
該
揮
発
油
の
製
造
者
が

納
付
し
た
、

又
註
納
付
す
べ
き
揮
発
油
税
額
及
、
び
地
方
揮
発
油
税
額
(
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
再
開
げ
に

(コ

〆

“ 
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わ

了

規
窓
ず
る
棉
の
揮
発
油
の
製
造
壌
か
ら
の
移
出
拡
よ
り
納
付
さ
れ
た
、
脅
し
く
拭
納
付
さ
れ
る
べ
き
又
は
保
税
地
域
か
ら

の
間
引
敦
り
に
よ
り
納
付
さ
れ
た
、
若
し
く
は
納
付
さ
れ
る
べ
き
若
し
く
は
数
付
仇
さ
れ
た
、
若
し
く
は
綴
寂
さ
れ
る
べ
き
欝

発
揚
税
額
及
び
地
方
揮
発
法
務
額
)

に
相
当
す
る
金
額
に
係
る
控
除
又
は
還
付
に
併
せ
て
、

そ
の
者
に
係
る
揮
発
油
説
額

及
、
び
地
方
揮
発
納
税
翻
か
ら
控
除
し
、

又
は
そ
の
者
立
還
付
す
る
。

欄
押
発
地
の
製
組
審
が
そ
の
製
造
場
か
ら
移
出
し
た
麟
税
対
象
樺
発
織
で
、
第
十
八
項
の
規
定
見
よ
る
探
知
油
税
及
が

地
方
哩
揮
発
油
税
を
課
さ
れ
た
、
又
は
課
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
当
該
製
造
場
立
戻
し
入
れ
ら
れ
た
場
合

最
警
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
揮
発
油
の
製
造
者
が
、
他
の
揮
発
遠
の
製
造
場
か
ら
移
出
さ
れ
、

又
は
保
税
地
域

か
ら
新
潟
α
取
ら
れ
た
糠
税
対
象
樺
発
油
で
第
十
八
嘆
の
螺
地
に
よ
る
捧
先
端
税
及
、
口
地
方
揮
発
油
税
務
}
課
さ
れ
た
、

又

は
課
さ
れ
る
べ
き
も
の
を
揮
発
油
の
製
造
壌
に
移
入
し
、
当
該
課
税
対
象
弾
発
油
を
そ
の
移
入
し
た
製
鴻
場
か
ら
更
に

移
出
し
た
場
合

24 

相
弾
発
泊
税
法
第
一
一
十
五
条
〈
第
二
号
を
除
く
。
〉

の
規
定
は
、
第
十
九
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
撃
を
提
出
し
な
け
れ
、
は

な
ら
な
い
者
に
つ
い
て
準
掃
す
る
。

25 

犠
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
第
七
項
の
規
定
又
は
第
十
一
項
紅
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
加
す
る
地
方
開
発
拙
税
法

閉
山
七
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匂
凶

第
九
条
筋
一
演
の
規
定
に
よ
る
灘
μ
作
品
化
受
け
、

又
は
焚
け
よ
う
と
し
た
者
は
、
十
年
以
下
の
鰭
役
若
し
く
は
百
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
し
、

を
併
科
す
る
。

マ
〈
は
こ

26 

前
項
の
犯
罪
に
係
る
還
付
金
に
相
当
す
る
金
額
の
三
詰
が
吾
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
情
状
に
よ
り
、
陪
項
の
罰
金

は
、
百
万
円
を
超
え
当
該
還
付
金
に
相
当
す
る
金
額
の
一
ニ
語
以
下
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

27 

次
の
帯
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
、
一
年
以
下
の
態
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
翻
金
に
処
す
る
。

第
九
繍
の
規
定
に
よ
る
議
出
惑
に
偽
り
の
記
載
を
し
て
提
出
し
た
者

第
十
九
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
提
出
を
怠
っ
た
者

28 

法
人
の
代
表
者
又
泣
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
入
、
使
用
人
そ
の
抱
の
従
業
者
が
、

そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
又
誌
懸

産
に
闘
し
て
第
二
十
五
環
又
は
揺
項
の
漆
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、

そ
の
行
為
者
を
鰐
す
る
ほ
か
、

そ
の
法
人
又
は
人
に

対
し
て
前
…
一
一
市
恨
の
翻
金
刑
公
科
す
る
。

29 

議
哨
視
の
規
定
に
よ
り
第

措
慣
の
選
反
行
為
に
つ
き
読
人
又
は
人
に
罰
金
刑
を
科
す
る
場
合
に
お
け
る
時
効
の
期
間

は
、
問
項
の
罪
に
つ
い
て
の
持
勢
の
期
間
に
よ
る
。

30 

話
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
遷
患
に
潟
し
必
要
な
事
墳
は
、
政
令
で
定
め
る
。

O 

O 

y 
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「

第
八
十
九
条
の
こ
摸
八
項
中
「
、
第
一
一
十
九
条
第
一
号
並
刊
日
記
第
三
十
一
条
」
を
削
り
、
開
条
第
九
項
出
?
っ
第
二
十
六

条
」
を
「
及
び
第
一
一
十
六
条
い
に
改
め
、

勺
第
二
十
九
条
第
一
一
一
号
及
が
第
凶
号
並
び
に
第
一
二
十
一
条
」
及
び
「
、
第
十
五

条
の
‘
一
及
、
び
第
十
七
条
い
を
削
り
、
対
現
を
同
条
第
十
現
と
し
、
開
条
第
八
壊
の
次
に
次
の
二
鳴
を
加
え
る
。

n
口
前
項
の
規
定
に
よ
り
揮
発
油
税
法
第
十
開
条
第
六
壊
、
第
七
項
〈
移
入
の
理
由
に
係
る
部
分
を
総
く
。
〉
及
び
第
八
現

の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
前
嘆
の
特
定
杭
油
化
学
製
品
を
移
入
し
た
者
は
、
思
門
条
第
七
壌
に
想
定
す
る
者
と
み
な
し
て
、
詞

八
条
第
一
一
一
号
及
、
び
第
一
一
十
九
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

法
施

第
八
十
九
条
の
こ
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

日
能
市
恨
の
規
定
に
よ
り
揮
発
油
税
法
第
ニ
十
開
条
及
び
第
二
十
六
条
〈
第
一
現
第
四
号
晶
化
除
く
。
)
雄
、
か
に
地
方
揮
発
油

税
法
第
十
臨
条
の
二
〈
第
一
項
第
四
号
を
鎗
く
。
)

の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
前
項
の
特
定
石
油
化
学
製
品
の
製
護
者
及
び

販
売
業
者
(
同
壊
の
規
定
に
よ
り
搬
用
さ
れ
る
揮
発
油
税
法
第
一
…
十
五
条
第
ニ
号
の
規
定
に
よ
り
記
帳
の
線
務
を
承
絞
す

は
、
持
発
油
税
法
第
一
…
十
四
条
及
び
地
方
揮
発
油
税
法
第
十
四
条
の
一
一
第
一
環
第
一
号
に
規
定
す
る
者

る
者
を
含
む
。
)

と
み
な
し
て
、
揮
発
油
税
法
第
二
十
八
条
第
六
号
及
び
第
七
号
並
び
に
第
二
十
九
条
並
び
に
地
方
揮
発
油
税
法
第
十
六
条

及
び
第
十
七
条
の
規
定
を
漉
用
ず
る
。

閥
七
五


